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企画展「ユネスコ世界記憶遺産 

    山本作兵衛 炭坑記録画展」 
 
前期：2015年 9月 9日（水）～10月 25日（日） 

 

 

○○○ｃｃｃYYYaaammmaaammmoootttooo   FFFaaammmiii lllyyy   田田田川川川市市市石石石炭炭炭・・・歴歴歴史史史博博博物物物館館館所所所蔵蔵蔵    

山山山本本本作作作兵兵兵衛衛衛氏氏氏（（（橋橋橋本本本正正正勝勝勝氏氏氏撮撮撮影影影）））   

 

「「「ヤヤヤマママののの水水水害害害」」」    

「「「入入入坑坑坑（（（母母母子子子）））」」」    

○○○ｃｃｃYYYaaammmaaammmoootttooo      FFFaaammmiiilllyyy 田田田川川川市市市石石石炭炭炭・・・歴歴歴史史史博博博物物物館館館所所所蔵蔵蔵     

 山本作兵衛さんは，1892年（明治 25年）現

在の福岡県飯塚市で生まれ，その後田川市に移り

住みました。7 歳から父の仕事を手伝うようになり，

63歳までの 57年間，炭坑で働きました。 

 炭坑絵を描き始めたきっかけは，子孫に自分の生

き様と炭坑の生活を伝えようという思いからでした。 

 山本作兵衛さんは，1984 年（昭和 59 年）に

亡くなりましたが，作兵衛さんが残した作品は，名も

なく貧しくても，懸命に生きていくことの素晴らしさを

教え，見る人に，人として生きることの意味を問い

続けています。 

 こうして，山本作兵衛さんが残した絵と文章は，

2011年（平成 23年）5月 25日に日本で初め

て，ユネスコの「世界記憶遺産」に登録されました。 

デジタル複製版 

mailto:jinken-heiwa-shiryoukan@city.fukuyama.hiroshima.jp


田川地区社会同和教育担当者会制作 「しあわせは みんなの願い」から 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

企画展関連事業のご案内 Part1 

講演会 

と き：9 月 27日（日） 
     13：30から 
ところ：福山市人権平和資料館 

テーマ：「炭坑と人権」 

講 師：田川市石炭・歴史博物館 

    館長 安蘇 龍生さん 

企画展関連事業のご案内 Part2 

映画「三たびの海峡」上映 

（1995 年製作 2 時間 3分） 

と き：11 月 15日（日） 
    ① 10：00から 

② 13：30 から 

ところ：福山市人権平和資料館 

原 作：帚木 蓬生 

出 演：三国連太郎，南野陽子，永島敏行，隆 大

介，白竜，林 隆三 ほか 

<あらすじ> 

  第二次大戦末期から現代までの時代を背景に，最

初は強制されて，その後は自分の意思で玄界灘を三た

び渡ったひとりの韓国人の男の半生を，その憎しみと愛に

彩られた生きざまを描いた大河ロマン。戦時下と民族差別

という悲惨で野蛮な状況と闘った人間の勇気，そしてその

困難さを越えて愛しあう男と女の姿を重い感動とともに描

きだします。 

  

     

「ふくやまピース・ラボ」ＮＥＷＳ 

 

 

 

 

 

 

 8月5日に広島市役所で開催された「ヒロシマ青少年

平和の集い」に，全国から17団体，約190人の中高

生が参加しました。福山市からもピース・ラボのメンバーが

参加し，交流しました。 

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
様
子 

 


